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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の側に合流する入出力端子構造を改良
、応用することを開示し、一次電池、二次充放電可能電池、キャパシタまたはスーパーキ
ャパシタとしての蓄電、給電装置または電極板を持つ燃料電池給電装置に応用し、前記装
置の各電極板の少なくとも両側にそれぞれ１個または１個以上の電流の合流端子構造が設
置され、電極板は一方の側にある数個の電流の合流端子により電流を合流可能であり、か
つ個別の電解槽の側面に設置されている正電極板または負電極板と電解槽の内壁との間に
補助導電体が追加設置され、及び正電極板または負電極板と補助導電体との間に絶縁体が
設置され、一方の側の電流の合流端子の電流を他方の側にある電流の合流端子へ合流させ
ることにより、外部に対して合流する電流の出入力が有利になり、前記電極板の他方の側
を外部に対して合流した後の電流の出入力端子とする、一方の側の電流を他方の側へ合流
する構造を有する蓄電、給電装置用電極板。
【請求項２】
　個別の電解槽に電極板群が重なり合うように設置され、その中で電解槽の側面の近くに
設置されている正電極板または負電極板と電解槽の内壁との間に補助導電体が追加設置さ
れ、及び正電極板または負電極板と補助導電体との間に絶縁体が設置され、補助導電体を
通して一方の側にある電流の合流端子の電流を他方の側にある電流の合流端子へ合流させ
ることにより、外部に対する電流の出入力端子を他方の側に設置し、外部に対して合流し
た後の電流の出入力端子とし、
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　補助導電体は平板状、棒状、多列の棒状、凹穴、貫通穴または盲孔を持つ平板状構造、
網状構造、ほかの選定した幾何形状及び選定した導電性材質により製造可能であり、電流
の合流端子と接続し、一方の側の電流の合流端子の電流を他方の側の電流の合流端子へ合
流し、他方の側の電流の合流端子を外部に対して合流した後の電流の出入力端子とし、
　補助導電体は電解槽の内壁と側面電極板との間に位置し、互いにくっつく側面電極板と
補助導電体との間に絶縁体が設置され、補助導電体とそれにくっついている側面電極板の
両者の本体の少なくとも両側に出力電流の合流端子が設置され、側面電極板側の出力電流
の合流端子と補助導電体側の出力電流の合流端子とを結合し、または、補助導電体と側面
電極板を一体製造し、同じ電解槽の中にある側面電極板と異なる側に位置する各合流した
後の電流の出入力端子を導電的に接続することを含み、一方の側の電流端子の電流を側面
電極板と補助導電体の二者を互いに連結する他方の側の電流の合流端子へ合流し、他方の
側の電流の合流端子を外部に対して合流した後の電流の出入力端子とし、
　異なる電解槽の中で各組の異なる極性電極板の合流した後の電流の出入力端子と導体を
直列に接続し、更に、接続する片状または棒状導体を選定した幾何形状及び選定した材質
にすることが可能であることを特徴とする請求項１に記載の蓄電、給電装置用電極板。
【請求項３】
　電解槽の側面に設置されている側面電極板と補助導電体との間に絶縁体を設置する方式
は、下記の一種または一種以上により構成されるものを含み、
　１．側面電極板（１０１）と補助導電体（１００）との間に絶縁体が設置され、補助導
電体（１００）と電解槽とは異なる絶縁材料により構成可能であり、
　２．側面電極板（１０１）と補助導電体（１００）との間に絶縁体が設置され、補助導
電体（１００）と電解槽とは同じ絶縁材料により構成可能であり、
　３．側面電極板（１０１）と補助導電体（１００）との間に絶縁体が設置され、補助導
電体（１００）と電解槽とは同じ絶縁材料により一体に構成可能であり、
　４．側面電極板（１０１）と補助導電体（１００）との間に絶縁体が設置され、電極板
または補助導電体の両者の本体の表面に絶縁層を覆い、または、加工処理により構成され
ることを特徴とする請求項１に記載の蓄電、給電装置用電極板。
【請求項４】
　導電体の接続を通して、同じ電解槽の中で接続し、または、異なる電解槽の中にある同
じ電圧と各同極性電極板の電流の合流端子を並列に接続し、または、異なる電解槽の中に
ある異極性電極板間の電流の合流端子と直列接続または直並列混合接続可能であることを
特徴とする請求項１に記載の蓄電、給電装置用電極板。
【請求項５】
　両側に別々に１個の電流の合流端子を持つ側面電極板と外側に追加設置されている両側
に別々に１個の電流の合流端子を持つ平板状補助導電体との間に絶縁体が設置されている
ことを含み、その構成と特徴は下記を含み、
　側面電極板（１０１）の両側に別々に１個の電流の合流端子を持ち、
　側面電極板（１０１）と外側に追加設置されている平板状補助導電体（１００）との間
に絶縁体（１０３）が設置され、別側にある格子空間に蓄電、放電機能を生じる活性化物
質（１２０）が設置され、
　側面電極板（１０１）の電流の合流端子（１０４）と補助導電体（１００）の同側端に
ある電流の合流端子（１０６）を導電的に並列に接続し、
　側面電極板（１０１）の合流した後の電流の出入力端子（１０５）と補助導電体（１０
０）の同側端にある合流した後の電流の出入力端子（１０７）を導電的に並列に接続し、
共同して入力し、または、出力電流の合流する電流の出入力機能を構成し、
　側面電極板（１０１）と補助導電体（１００）との間に絶縁体（１０３）が設置され、
電流の合流端子（１０４）、電流の合流端子（１０６）を導電的に並列に接続し、及び合
流した後の電流の出入力端子（１０５）、合流した後の電流の出入力端子（１０７）を導
電的に並列に接続し、共同して外部に対して入力または出力電流の合流する電流の出入力
機能を構成することを特徴とする請求項１に記載の蓄電、給電装置用電極板。
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【請求項６】
　外部に対する電流の出入力端子となる合流した後の電流の合流端子とは別の電流の合流
端子（１０４）及び電流の合流端子（１０６）を製造しない端子構造にすることも可能で
あり、側面電極板（１０１）及び補助導電体（１００）により電流の合流端子（１０４）
と電流の合流端子（１０６）の導電構造に相当する位置に直接導電的に並列に配線を接続
することを特徴とする請求項１に記載の蓄電、給電装置用電極板。
【請求項７】
　側面電極板（１０１）は、更に、別々に蓄電、給電装置の側面正電極板（１０１１）及
び側面負極電極板（１０１２）を構成し、正負電極ペアを形成することを含み、
　側面正電極板（１０１１）と正極補助導電体（１００１）との間に絶縁体（１０３）が
設置され、側面正電極板（１０１１）の電流の合流端子（１０４１）と正極補助導電体（
１００１）の電流の合流端子（１０６１）を導電的に並列に接続し、側面正電極板（１０
１１）の合流した後の電流の出入力端子（１０５１）と正極補助導電体（１００１）の合
流した後の電流の出入力端子（１０７１）を導電的に並列に接続することにより、外部に
対して電流の出入力機能を行い、
　側面負極電極板（１０１２）と負極補助導電体（１００２）との間に絶縁体（１０３）
が設置され、側面負極電極板（１０１２）の電流の合流端子（１０４２）と負極補助導電
体（１００２）の電流の合流端子（１０６２）を導電的に並列に接続し、側面負極電極板
（１０１２）の合流した後の電流の出入力端子（１０５２）と負極補助導電体（１００２
）の合流した後の電流の出入力端子（１０７２）を導電的に並列に接続し、外部に対して
電流の出入力機能を行い、
　側面正電極板（１０１１）と側面負極電極板（１０１２）との間に区画板（１０２０）
が設置され、
　側面正電極板（１０１１）と側面負極電極板（１０１２）は区画板（１０２０）の結合
面に結合し、格子空間を持ち、中に蓄電、放電機能を生じる活性化物質（１２０）が設置
されていることを特徴とする請求項１に記載の蓄電、給電装置用電極板。
【請求項８】
　２個または２個以上の個別ケース（２００）の電解槽により、個別に電極板群が重なり
合うように置入れられ、側面正電極板（１０１１）及び側面負極電極板（１０１２）の設
置を含み、
　側面正電極板（１０１１）と正極補助導電体（１００１）との間に絶縁体（１０３）が
設置され、側面負極電極板（１０１２）と負極補助導電体（１００２）との間に絶縁体（
１０３）が設置され、
　側面正電極板（１０１１）と正極補助導電体（１００１）との間に絶縁体（１０３）が
設置された電極板と、側面負極電極板（１０１２）と負極補助導電体（１００２）との間
に絶縁体（１０３）が設置された電極板とは、個別の電解槽の中に設けられることを特徴
とする請求項１に記載の蓄電、給電装置用電極板。
【請求項９】
　電解槽の中で、側面の正電極板（１０１１）と正極補助導電体（１００１）との間に絶
縁体（１０３）が設置され、両者の正極の合流した後の電流の出入力端子（１０７１）、
合流した後の電流の出入力端子（１０５１）と共同して導電的に接続し、外部に対して電
流を出入力し、
　電解槽の中で、側面の負極電極板（１０１２）と負極補助導電体（１００２）との間に
絶縁体（１０３）が設置され、両者の負極の合流した後の電流の出入力端子（１０７２）
、合流した後の電流の出入力端子（１０５２）を導電的に並列接続し、外部に対して電流
を出入力し、
　側面正電極板（１０１１）及び側面負極電極板（１０１２）が別々にケース（２００）
の中にある個別の電解槽に設置され、同じ電解槽の中にある側面正電極板（１０１１）は
区画板（１０２０）を通して、別に配置する中間負極電極板（１０１４）にくっつき、別
の電解槽の中の側面負極電極板（１０１２）は区画板（１０２０）を通して、中間正電極
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板（１０１３）にくっつき、異なる電解槽の中にある中間正電極板（１０１３）の両側に
ある電流の合流端子（１０８１）と別の電解槽の中にある中間負極電極板（１０１４）の
両側にある電流の合流端子（１０９１）により、導電的に直列接続することを特徴とする
請求項１に記載の蓄電、給電装置用電極板。
【請求項１０】
　側面正電極板（１０１１）及び中間負極電極板（１０１４）が設置されている電解槽、
及び側面負極電極板（１０１２）及び中間正電極板（１０１３）が設置されている電解槽
間に更に個別の中間電解槽を直列接続し、中間電解槽の中に中間正電極板（１０１３）及
び中間負極電極板（１０１４）が設置され、同一中間電解槽の中に設置されている中間正
電極板（１０１３）の両側に電流の合流端子（１０８１）及び中間負極電極板（１０１４
）の両側に設置されている電流の合流端子（１０９１）、また、隣り合う電解槽の中にあ
る異なる極性の中間正電極板（１０１３）の両側にある電流の合流端子（１０８１）、及
び中間負極電極板（１０１４）の両側にある電流の合流端子（１０９１）により、導電的
に直列接続し、側面正電極板（１０１１）と正極補助導電体（１００１）との間に絶縁体
（１０３）が設置され、側面負極電極板（１０１２）と負極補助導電体（１００２）との
間に絶縁体（１０３）が設置され、個別に電解槽の中で外部に対して正極電流を出入力す
る合流端子及び外部に対して負極電流を出入力する合流端子により、外部に対して電流を
出入力することを特徴とする請求項９に記載の蓄電、給電装置用電極板。
【請求項１１】
　ケース（２００）の同一電解槽の中にある同極性電極板群を並列に接続することが可能
であり、その構成は重なり合うように設置されている電極板群の中にある側面電極板（１
０１）を別々に側面正電極板（１０１１）及び側面負極電極板（１０１２）に製作し、
　側面正電極板（１０１１）と正極補助導電体（１００１）との間に絶縁体（１０３）が
設置され、側面正電極板（１０１１）の電流の合流端子（１０４１）と正極補助導電体（
１００１）の電流の合流端子（１０６１）を導電的に並列接続し、側面正電極板（１０１
１）の合流した後の電流の出入力端子（１０５１）と正極補助導電体（１００１）の合流
した後の電流の出入力端子（１０７１）を並列に接続し、外部に対して電流を出入力し、
　側面負極電極板（１０１２）と負極補助導電体（１００２）との間に絶縁体（１０３）
が設置され、側面負極電極板（１０１２）の電流の合流端子（１０４２）と負極補助導電
体（１００２）の電流の合流端子（１０６２）を導電的に並列接続し、側面負極電極板（
１０１２）の合流した後の電流の出入力端子（１０５２）と負極補助導電体（１００２）
の合流した後の電流の出入力端子（１０７２）を並列に接続し、外部に対して電流を出入
力し、
　側面正電極板（１０１１）と隣り合う中間負極電極板（１０１４）との間、及び中間負
極電極板（１０１４）と隣り合う中間正電極板（１０１３）との間、及び中間正電極板（
１０１３）と隣り合う側面負極電極板（１０１２）との間に個別に区画板（１０２０）が
設置され、
　側面正電極板（１０１１）と中間正電極板（１０１３）の同側の電流の合流端子を導電
的に並列接続し、側面負極電極板（１０１２）と中間負極電極板（１０１４）の電流の合
流端子も導電的に並列接続し、中間正電極板（１０１３）と中間負極電極板（１０１４）
の数量は１個または１個以上で、複数の電極板の導電的に並列接続する構造を構成し、
　側面正電極板（１０１１）、側面負極電極板（１０１２）、中間正電極板（１０１３）
、中間負極電極板（１０１４）は区画板（１０２０）の結合面と結合し、格子空間を持ち
、蓄電、放電機能を生じる活性化物質（１２０）が設置されていることを特徴とする請求
項１に記載の蓄電、給電装置用電極板。
【請求項１２】
　数個の独立または同一構造体の内部に複数セットの同極性電極板群を並列に接続する電
解槽を持ち、異なる極性の出入力端子により直列接続することにより、電圧を選択するこ
とを含むことを特徴とする請求項１１に記載の蓄電、給電装置用電極板。
【請求項１３】
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　補助導電体の側面電極板に結合し、数個の電解槽の中に重なり合うように設置され、複
数の電極板の同極性電流の合流端子を並列に接続し、更に、各電解槽で合流した後の電流
の出入力端子により、ケースの外部によって順極性で直列接続し、その構成は、
　個別ケース（２００）の電解槽の中に個別に電極板群が重なり合うように設置され、側
面正電極板（１０１１）の設置及び側面負極電極板（１０１２）の設置を含み、
　側面正電極板（１０１１）と正極補助導電体（１００１）との間に絶縁体（１０３）が
設置され、両者の正極の合流した後の電流の出入力端子（１０７１）、合流した後の電流
の出入力端子（１０５１）を導電的に並列接続し、外部に対して電流を出入力し、かつ同
じ電解槽の中にある中間正電極板（１０１３）の電流の合流端子（１０８１）と並列に接
続し、別辺の同電極板の電流の合流端子（１０４１）、電流の合流端子（１０６１）と同
じ電解槽の中にある中間正電極板（１０１３）の電流の合流端子（１０８１）を並列に接
続し、
　側面負極電極板（１０１２）と負極補助導電体（１００２）との間に絶縁体（１０３）
が設置され、両者の負極の合流した後の電流の出入力端子（１０５２）、合流した後の電
流の出入力端子（１０７２）を導電的に並列接続し、外部に対して電流を出入力し、かつ
同じ電解槽の中にある中間負極電極板（１０１４）の電流の合流端子（１０９１）と並列
に接続し、側面負極電極板（１０１２）の同電極板の別辺にある電流の合流端子（１０４
２）、電流の合流端子（１０６２）と同じ電解槽の中にある中間正電極板（１０１４）の
電流の合流端子（１０９１）を並列に接続し、個別ケースの合流した後の電流の出入力端
子をケース（２００）の外部に露出することにより、直列または並列に接続し、及び外部
に対して電流を出入力することを特徴とする請求項１に記載の蓄電、給電装置用電極板。
【請求項１４】
　補助導電体の側面電極板に結合し、数個の電解槽の中で重なり合うように設置されるこ
とを含み、複数の電極板の電流の合流端子を並列に接続し、更に各電解槽の合流した後の
電流の合流端子により、ケースの外部によって順極性で直列接続し、その構成は、
　電解槽の中にある側面正電極板（１０１１）と正極補助導電体（１００１）との間に絶
縁体（１０３）が設置され、両者の正極の合流した後の電流の出入力端子（１０７１）、
合流した後の電流の出入力端子（１０５１）を導電的に並列接続し、外部に対して電流を
出入力し、かつ電解槽の中にある中間正電極板（１０１３）と並列に接続し、
　電解槽の中にある側面負極電極板（１０１２）と負極補助導電体（１００２）との間に
絶縁体（１０３）が設置され、両者の負極の合流した後の電流の出入力端子（１０７２）
、合流した後の電流の出入力端子（１０５２）を導電的に並列接続し、外部に対して電流
を出入力し、かつ電解槽の中にある中間負極電極板（１０１４）と並列に接続することを
特徴とする請求項１に記載の蓄電、給電装置用電極板。
【請求項１５】
　構造は、側面正電極板（１０１１）及び側面負極電極板（１０１２）であり、両者は別
々にケース（２００）の中にある個別に所属する個別電解槽の中の側面に位置し、電解槽
の中に側面正電極板（１０１１）、中間負極電極板（１０１４）、正負極性の順序に従っ
て少なくとも１個の中間正電極板（１０１３）、中間負極電極板（１０１４）が設置され
、別の電解槽の中に側面負極電極板（１０１２）及び中間正電極板（１０１３）が設置さ
れ、また、別の電解槽の中に正負極性の順序に従って少なくとも１個の中間正電極板（１
０１３）及び中間負極電極板（１０１４）が設置され、同一電解槽の中に設置されている
側面正電極板（１０１１）の両側にある電流の合流端子（１０４１）、合流した後の電流
の出入力端子（１０５１）により、及び正極補助導電体（１００１）の両側にある電流の
合流端子（１０６１）、合流した後の電流の出入力端子（１０７１）と同極性の中間正電
極板（１０１３）の両側にある電流の合流端子（１０８１）を並列に接続し、及び別の電
解槽の中に設置されている側面負極電極板（１０１２）の両側にある電流の合流端子（１
０４２）、合流した後の電流の出入力端子（１０５２）と負極補助導電体（１００２）の
両側にある電流の合流端子（１０６２）、合流した後の電流の出入力端子（１０７２）と
同極性の中間負極電極板（１０１４）の両側にある電流の合流端子（１０９１）を並列に
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接続し、かつ隣り合う電解槽の中にある異なる極性の中間正電極板（１０１３）と中間負
極電極板（１０１４）の両側にある電流の合流端子を導電的に直列に接続することを特徴
とする請求項１４に記載の蓄電、給電装置用電極板。
【請求項１６】
　電極板の一方の側の電流を他方の側へ合流する構造の補助導電体（１００）は、正極補
助導電体（１００１）及び負極補助導電体（１００２）を含み、電流伝送の条件において
有利であり、下記の一種または一種以上の電極板の構造の幾何形状を選択することを含み
、
　１．電極板の両側に別々に１個の電流の合流端子を持つ側面電極板と、外側面に追加設
置されている両側に別々に１個の電流の合流端子を持ちながら、重量軽減凹穴を持つ平板
状の補助導電体間に絶縁体が設置され、構造は側面電極板（１０１）の中の一辺が１個の
外部に対して合流した後の電流の出入力端子（１０５）を持ち、別辺が電流の合流端子（
１０４）を持ち、その中の一辺が１個の外部に対して合流した後の電流の出入力端子（１
０７）を持ち、及び別辺に電流の合流端子（１０６）かつ重量軽減凹穴（１０８）を持つ
平板状の補助導電体（１００）と側面電極板（１０１）との間に絶縁体（１０３）が設置
され、側面電極板（１０１）と補助導電体（１００）との間の同じ辺を外部に対して合流
した後の電流の出入力端子（１０５）、合流した後の電流の出入力端子（１０７）の間、
及び電流の合流端子（１０４）、電流の合流端子（１０６）の間に導電的に並列接続し、
　２．電極板の両側に別々に２個の電流の合流端子を持つ側面電極板が設置され、外側面
に追加設置されている両側に別々に２個の電流の合流端子を持つ平板状の補助導電体間に
絶縁体が設置され、その構造は側面電極板（１０１）の両側に別々に２個の外部に対して
出入力する電流の合流端子（１０５）及び２個の電流の合流端子（１０４）を持ち、両側
に別々に２個の外部に対して合流した後の電流の出入力端子（１０７）を持ち、及び２個
の電流の合流端子（１０６）の平板状の補助導電体（１００）と側面電極板（１０１）と
の間に絶縁体（１０３）が設置され、側面電極板（１０１）と補助導電体（１００）との
間の同じ辺に設置する電流の合流端子を並列に接続し、接続後の同側辺を電流出入力の２
個の電流の合流端子とし、導電的に並列接続可能であり、更に、外部に対して電流を出入
力し、または、導電的並列接続せずに、個別に外部に対して電流を出入力し、
　３．電極板の両側に別々に２個の電流の合流端子を持つ側面電極板が設置され、外側面
に追加設置されている両側に別々に２個の電流の合流端子を持ちながら、重量軽減凹穴を
持つ平板状補助導電体間に絶縁体が設置され、その構造は側面電極板（１０１）の両側に
別々に２個の外部に対して合流した後の電流の出入力端子（１０５）及び２個の電流の合
流端子（１０４）を持ち、両側に別々に２個の外部に対して合流した後の電流の出入力端
子（１０７）を持ち、及び２個の電流の合流端子（１０６）かつ重量軽減凹穴（１０８）
を持つ平板状補助導電体（１００）と側面電極板（１０１）との間に絶縁体（１０３）が
設置され、側面電極板（１０１）と補助導電体（１００）の同じ辺に設置する電流の合流
端子を並列に接続し、接続後、同側辺を電流出入力の２個の電流の合流端子とし、導電的
に並列接続可能であり、更に、外部に対して電流を出入力し、または、個別に使用するこ
とにより、外部に対して電流を出入力し、
　４．電極板の四辺に別々に１個の電流の合流端子を持つ側面電極板と、外側面に追加設
置する四辺に別々に１個の電流の合流端子を持つ平板状の補助導電体間に絶縁体が設置さ
れ、その構造は四辺に別々に１個の電流の合流端子の側面電極板（１０１）を持ちながら
、四辺に別々に１個の電流の合流端子を持つ平板状の補助導電体（１００）の間に絶縁体
（１０３）が設置され、側面電極板（１０１）と補助導電体（１００）の同じ辺に設置さ
れている電流の合流端子を並列に接続し、接続後、同側辺を電流の合流した後の電流の出
入力端子とし、導電的に並列接続可能であり、更に、外部に対して電流を出入力し、
　５．電極板の四辺に別々に１個の電流の合流端子を持つ側面電極板と、外側面に追加設
置する四辺に別々に１個の電流の合流端子を持ちながら、重量軽減凹穴を持つ平板状の補
助導電体間に絶縁体が設置され、その構造は四辺に別々に１個の電流の合流端子の側面電
極板（１０１）を持ちながら、四辺に別々に１個の電流の合流端子かつ重量軽減凹穴（１
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０８）を持つ平板状の補助導電体（１００）の間に絶縁体（１０３）が設置され、側面電
極板（１０１）と補助導電体（１００）の同じ辺に設置する電流の合流端子を並列に接続
し、接続後、同側辺を電流合流した後の電流の出入力端子とし、導電的に並列接続可能で
あり、更に、外部に対して電流を出入力し、
　６．電極板の四辺に別々に１個の電流の合流端子を持つ側面電極板と、外側面に追加設
置する四辺に別々に１個の電流の合流端子を持つ平板状の補助導電体間に絶縁体が設置さ
れ、その構造は四辺に別々に２個の電流の合流端子の側面電極板（１０１）を持ち、また
、両側に別々に２個の電流の合流端子を持つ平板状の補助導電体（１００）の間に絶縁体
（１０３）が設置され、側面電極板（１０１）と補助導電体（１００）の同じ辺に設置す
る電流の合流端子を並列に接続し、接続後、同側辺を電流出入力の２個の電流の合流端子
とし、導電的に並列接続可能であり、更に、外部に対して電流を出入力し、または、個別
に使用することにより、外部に対して電流を出入力し、
　７．四辺に別々に２個の電流の合流端子を持つ側面電極板が設置され、外側面に追加設
置する四辺に別々に２個の電流の合流端子を持ちながら、重量軽減凹穴を持つ平板状の補
助導電体間に絶縁体が設置され、構造は四辺に別々に２個の電流の合流端子の側面電極板
（１０１）を持ちながら、四辺に別々に２個の電流の合流端子かつ重量軽減凹穴（１０８
）を持つ平板状の補助導電体（１００）の間に絶縁体（１０３）が設置され、側面電極板
（１０１）と補助導電体（１００）の同じ辺に設置する電流の合流端子を並列に接続し、
接続後、同側辺を電流出入力の２個の電流の合流端子とし、導電的に並列接続可能であり
、外部に対して電流を出入力し、または、個別に使用することにより、外部に対して電流
を出入力し、
　即ち、本項の蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の側へ合流する構造の補
助導電体（１００）は正極補助導電体（１００１）及び負極補助導電体（１００２）を含
み、電流伝送の条件において有利であり、一種または一種以上の幾何形状を選択可能であ
ることを特徴とする請求項１に記載の蓄電、給電装置用電極板。
【請求項１７】
　一部または全部の電極板に設置されている電流の合流端子（Ｔ１００）の合流電極板の
電流機能を増進するために、側面電極板（１０１）、側面正電極板（１０１１）、側面負
極電極板（１０１２）、中間正電極板（１０１３）または中間負極電極板（１０１４）が
設置され、電流の合流端子（Ｔ１００）の合流電極板の電流機能を増進することを含み、
前記電極板の一部または全部の蓄電、放電用電極板の機能活性化物質（１２０）の格子空
間が設置され、電極板の外側枠の導電構造が合流する電流の出入力導電端子（Ｔ１００）
に近ければ近いほど、有効導電面積が大きくなり、抵抗を軽減しながら、伝送時の電流密
度の均一化に有利であり、
　前記電極板の一部または全部の電極板の外側枠の導電構造が合流する電流の出入力導電
端子（Ｔ１００）に近ければ近いほど、有効導電の断面積が大きくなり、その構造と特徴
は外部に向かって斜めに巾が段々広くなるまたは段々厚くなることを含み、電流の出入力
端子に近ければ近いほど、有効電流伝送面積の合流電流導電体が段々広くなる構造である
ことを特徴とする請求項１に記載の蓄電、給電装置用電極板。
【請求項１８】
　一部または全部の電極板に設置されている電流の合流端子（Ｔ１００）にある合流電極
板電流の機能を増進するために、側面電極板（１０１）、側面正電極板（１０１１）、側
面負極電極板（１０１２）、中間正電極板（１０１３）、中間負極電極板（１０１４）に
設置されている電流の合流端子（Ｔ１００）を持つ合流電極板の電流機能を増進すること
を含み、前記電極板の一部または全部に電極板の機能活性化物質（１２０）の格子空間が
設置され、かつ電極板の網状になっている電流の合流する導電構造体間に傾斜する網格子
構造が構成され、また、電極板の外側枠の導電構造が合流する電流の出入力導電端子に近
ければ近いほど、外部に向かって斜めに巾が段々広くなるまたは段々厚くなり、或いは、
巾が段々広くなりながら段々厚くなり、有効電流伝送面積を増加する構造であり、かつ蓄
電、放電の機能活性化物質（１２０）の格子空間を設置し、電極板の外側にある網状導電
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体の外框体の間と非平行の斜向を形成する多格子の構造関係であることを特徴とする請求
項１７に記載の蓄電、給電装置用電極板。
【請求項１９】
　電極板の一部または全部の電極板の中に蓄電、放電の機能活性化物質の格子空間が設置
され、電極板の外側枠の導電構造が合流する電流の出入力導電端子に近ければ近いほど、
有効導電面積が大きくなり、抵抗を軽減しながら、伝送時の電流密度の均一化に有利であ
り、
　前記電極板の一部または全部の電極板の外側枠の導電構造が合流する電流の出入力導電
端子に近ければ近いほど、有効導電の断面積が大きくなり、その構造と特徴は外部に向か
って斜めに巾が段々広くなるまたは段々厚くなり、或いは、巾が段々広くなりながら段々
厚くなることを含み、電流の出入力端子に近ければ近いほど、有効電流伝送面積の合流電
流導電体が段々広くなる構造であり、
　前記電流の合流端子の合流電極板の電流機能を増進する構造は蓄電、給電装置用電極板
への応用を含み、一次電池、二次充放電可能電池、キャパシタ、スーパーキャパシタを含
む蓄電、給電装置または電極板を持つ燃料電池給電装置への応用を含むことを特徴とする
請求項１８に記載の蓄電、給電装置用電極板。
【請求項２０】
　一部または全部の電極板に蓄放電機能活性化物質の格子空間が設置され、かつ電極板が
網状になっている電流が合流する導電構造体の間に傾斜する網格子構造が構成され、また
、電極板の外側枠の導電構造が合流する電流の出入力導電端子に近ければ近いほど、外部
に向かって斜めに巾が段々広くなるまたは段々厚くなり、或いは、巾が段々広くなりなが
ら段々厚くなり、有効電流伝送面積を増加する構造であり、出入力電流端子に近ければ近
いほど、有効電流伝送面積の網状合流電流導電体が段々増大し、かつ蓄電、放電の機能活
性化物質の格子空間が設置され、電極板の外側にある網状導電体の外框体の間と非平行の
斜向を形成する多格子の構造関係であり、
　前記電流の合流端子の合流電極板の電流機能を増進する構造は蓄電、給電装置用電極板
への応用を含み、一次電池、二次充放電可能電池、キャパシタ、スーパーキャパシタを含
む蓄電、給電装置または電極板を持つ燃料電池給電装置への応用を含むことを特徴とする
請求項１９に記載の蓄電、給電装置用電極板。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の側に合流する入出力端子
構造を改良、応用することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　伝統的な蓄電、給電可能装置、例えば、各種一次電池、二次充放電可能電池、キャパシ
タ、スーパーキャパシタ等の蓄電、給電装置用電極板は、通常、単辺に１個または数個の
同極性合流端子を設置する。図１に伝統的な単辺に１個の電流の合流端子付きの電極板を
設置する実施形態の模式図を示す。各電極板Ｐ１００の単辺に１個の電流の合流端子Ｔ１
００を設置し、電極板の電流を出力または入力する電流の合流機能とし、または、ほかの
電極板と直列または並列に接続する。電極板の単辺のみに１個の電流を出力または入力す
る電流の合流端子を設置するために、電流の合流端子の近隣の電極板区域、電極板の別辺
及びより遠い電流の合流端子Ｔ１００付きの電極板区域は、より大きい電流を入力または
出力するとき、電極板の電流密度に不均一な現象が起こる。より一歩進んで、電極板の同
じ辺に２個または２個以上の電流の合流端子を設置し、電極板にツーウェイまたはツーウ
ェイ以上の電流を出力または入力する通路にし、かつ導電体と接続することにより、同極
性電極板の単辺に設置する２個または２個以上の電流の合流端子と並列に接続するが、し
かし、この方式は同じ側面に出入力する電流密度の均一度のみが改善され、電極板の別側
に出入力する電流密度の不均一は依然として改善されない。



(9) JP 5647407 B2 2014.12.24

10

20

30

40

50

【０００３】
　この他に、電極板の両側または両側以上に１個または１個以上の個別に外部に向かって
延伸する電流の合流端子の設置により改善する方法もあるが、図２に電極板の両側に別々
に１個の電流の合流端子を持つ実施形態の模式図を示す。または、電極板Ｐ１００の一辺
または一辺以上に２個または２個以上の電流の合流端子Ｔ１００を設置することにより、
ツーウェイまたはツーウェイ以上の電流を出力または入力する通路を構成することにより
、内抵抗を下げる。図３に電極板の対辺に２個の電流の合流端子を持つ模式図を示す。し
かし、図２及び図３に示す方法は、出入力する電流の均一度を改善することができるが、
両側に外部に対して出入力端子を設置すると、使用上の不便がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　補助導電体を通して、一方の側の電流の合流端子の電流を他方の側にある電流の合流端
子に合流することにより、外部に対して電流の合流を出入力することが有利になる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　蓄電、給電装置用電極板へ応用し、両側または両側以上に１個または１個以上の電流の
合流端子構造を設置し、電極板は一方の側にある数個の電流の合流端子により、電流の合
流ができる。かつ個別に電解槽側面の正極性または負極性の電極板と電解槽の壁の間に補
助導電体を追加設置し、及び二者の間に絶縁体を設置する。補助導電体を通して、一方の
側にある電流の合流端子の電流を構成し、他方の側にある電流の合流端子へ合流させるこ
とにより、外部に対して合流する電流の出入力が有利になり、上述の電極板の他方の側を
外部に対して合流した後の電流の出入力端子とし、１個または１個以上であることができ
る。
　一次電池、二次充放電可能電池、キャパシタ、スーパーキャパシタ等の蓄電、給電装置
または電極板を持つ燃料電池給電装置へ応用する。上述の装置の各電極板の両側または両
側以上に１個または１個以上の電流の合流端子構造を設置し、電極板は一方の側にある数
個の電流の合流端子により電流の合流ができる。かつ個別電解槽側面に設置する正電極板
または負電極板と電解槽の内壁の間に補助導電体を追加設置し、及び二者の間に絶縁体を
設置する。補助導電体と接続する電流の合流端子を通して、一方の側の電流の合流端子の
電流を他方の側にある電流の合流端子へ合流させることにより、外部に対して合流する電
流の出入力が有利になる。上述の電極板の他方の側を外部に対して合流した後の電流の出
入力端子とし、１個または１個以上であることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】伝統的な単辺に１個の電流の合流端子付きの電極板を設置する構造の模式図であ
る。
【図２】従来の電極板の両側に別々に１個の電流の合流端子を持つ構造の模式図である。
【図３】従来の電極板の対辺に２個の電流の合流端子を持つ構造の模式図である。
【図４】本発明の一実施形態による蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の側
へ合流する構造の側面電極板と補助導電体間に絶縁体を設置する構造を示す斜視図である
。
【図５】図４の正面図である。
【図６】図４の側面図である。
【図７】本発明の一実施形態による蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の側
へ合流する構造の蓄電、放電装置の電極ペアを示す分解斜視図である。
【図８】図７の蓄電、放電装置の電極ペアを構成する構造の斜視図である。
【図９】図８の電極ペアをケースの中に設置して蓄電、給電装置及び電流ルートを構成す
る構造を示す模式図である。
【図１０】図９の蓄電、給電装置をケースの外部で直列接続する構造及び電流ルートを示
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す模式図である。
【図１１】図９の蓄電、給電装置をケースの内部に直列に接続する構造及び電流ルートを
示す模式図である。
【図１２】図１１の蓄電、給電装置に中間正電極板及び中間負極電極板により構成する中
間電解槽を設置して共同して直列に接続する構造及び電流ルートを示す模式図である。
【図１３】本発明の一実施形態による蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の
側へ合流する構造の補助導電体の側面電極板に結合して多ペアの電極板が重なり合うよう
に設置されている構造を示す分解斜視図である。
【図１４】本発明の一実施形態による蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の
側へ合流する構造の補助導電体の側面電極板に結合して多ペアの電極板が重なり合うよう
に設置されている構造を示す斜視図である。
【図１５】本発明の一実施形態による蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の
側へ合流する構造の補助導電体の側面電極板に結合して電解槽の中に重なり合うように設
置して多ペアの電極板の同極性電流の合流端子を並列に接続する電流ルートを示す模式図
である。
【図１６】本発明の一実施形態による蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の
側へ合流する構造の各電解槽の合流した後の電流の出入力端子により、ケースの外部によ
って順極性で直列接続する電流ルートを示す模式図である。
【図１７】本発明の一実施形態による蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の
側へ合流する構造の各電解槽の電流の合流端子を順極性で直列接続する電流ルートを示す
模式図である。
【図１８】本発明の一実施形態による蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の
側へ合流する構造の電極板の両側に別々に１個の電流の合流端子を持つ側面電極板を設置
して平板状の補助導電体との間に絶縁体を設置する構造を示す斜視図である。
【図１９】図１８の正面図である。
【図２０】図１８の側面図である。
【図２１】本発明の一実施形態による蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の
側へ合流する構造の電極板の両側に別々に２個の電流の合流端子の側面電極板を持ち、そ
の外側面に追加設置する両側に別々に２個の電流の合流端子を持つ平板状の補助導電体と
の間に絶縁体を設置する構造の斜視図である。
【図２２】図２１の正面図である。
【図２３】図２１の側面図である。
【図２４】本発明の一実施形態による蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の
側へ合流する構造の電極板の両側に別々に２個の電流の合流端子の側面電極板を持ち、そ
の外側面に追加設置する両側に別々に２個の電流の合流端子かつ重量軽減凹穴を持つ平板
状の補助導電体との間に絶縁体を設置する構造を示す斜視図である。
【図２５】図２４の正面図である。
【図２６】図２４の側面図である。
【図２７】本発明の一実施形態による蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の
側へ合流する構造の電極板の四辺に別々に１個の電流の合流端子の側面電極板を持ち、そ
の外側面に追加設置する四辺に別々に１個の電流の合流端子を持つ平板状の補助導電体と
の間に絶縁体を設置する構造を示す斜視図である。
【図２８】図２７の正面図である。
【図２９】図２７の側面図である。
【図３０】本発明の一実施形態による蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の
側へ合流する構造の電極板の四辺に別々に１個の電流の合流端子の側面電極板を持ち、そ
の外側面に追加設置する四辺に別々に１個の電流の合流端子かつ重量軽減凹穴を持つ平板
状の補助導電体との間に絶縁体を設置する構造を示す斜視図である。
【図３１】図３０の正面図である。
【図３２】図３０の側面図である。



(11) JP 5647407 B2 2014.12.24

10

20

30

40

50

【図３３】本発明の一実施形態による蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の
側へ合流する構造の電極板の四辺に別々に１個の電流の合流端子の側面電極板を持ち、そ
の外側面に追加設置する四辺に別々に１個の電流の合流端子を持つ平板状の補助導電体と
の間に絶縁体を設置する構造を示す斜視図である。
【図３４】図３３の正面図である。
【図３５】図３３の側面図である。
【図３６】本発明の一実施形態による蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の
側へ合流する構造の四辺に別々に２個の電流の合流端子の側面電極板を持ち、その外側面
に追加設置する四辺に別々に２個の電流の合流端子かつ重量軽減凹穴を持つ平板状の補助
導電体との間に絶縁体を設置する構造を示す斜視図である。
【図３７】図３６の正面図である。
【図３８】図３６の側面図である。
【図３９】本発明の一実施形態による蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の
側へ合流する構造の電流の出入力端子に近い所に外部に向かって斜めに巾が広くなる構造
を示す斜視図である。
【図４０】図３９の正面図である。
【図４１】図３９の側面図である。
【図４２】本発明の一実施形態による蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の
側へ合流する構造の電極板に蓄放電の機能活性化物質の格子空間を設置する構造を示す斜
視図である。
【図４３】図４２の正面図である。
【図４４】図４２の側面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　本発明の一実施形態による蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の側へ合流
する構造は、蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の側に変換し、合流する入
出力端子構造を改良、応用することを開示する。一次電池、二次充放電可能電池、キャパ
シタ、スーパーキャパシタ等の蓄電、給電装置または電極板を持つ燃料電池給電装置へ応
用する。上述の装置の各電極板の両側または両側以上に１個または１個以上の電流の合流
端子構造を設置し、電極板は一方の側にある数個の電流の合流端子により電流の合流がで
きる。かつ個別電解槽側面に設置する正電極板または負電極板と電解槽の壁の間に補助導
電体を追加設置し、及び二者の間に絶縁体を設置する。補助導電体と接続する同極性電極
板と異なる側に位置する電流の合流端子を通して、一方の側の電流の合流端子の電流を他
方の側にある電流の合流端子へ合流させることにより、外部に対して合流する電流の出入
力が有利になる。上述の電極板の他方の側を外部に対して合流した後の電流の出入力端子
とし、１個または１個以上であることができる。
【０００８】
　本実施形態の蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の側へ合流する構造の主
な構成と特徴は、下記の通りである。
　個別電解槽に電極板群が重なり合うように設置し、その中で電解槽側面の近くに設置す
る正電極板または負電極板と電解槽の壁の間に補助導電体を追加設置し、及び二者の間に
絶縁体を設置する。補助導電体を通して、一方の側にある電流の合流端子の電流を他方の
側にある電流の合流端子へ合流させることにより、外部に対して合流する電流の出入力端
子を他方の側に設置し、外部に対して合流した後の電流の出入力端子とすることができる
。
【０００９】
　補助導電体は、平板状、棒状、多列の棒状、凹穴（貫通穴または盲孔を含む）を持つ平
板状構造、網状構造、ほかの選定した幾何形状及び選定した導電性材質により製造するこ
とができ、側面電極板と異なる側に位置する電流の合流端子と接続する。一方の側の電流
の合流端子の電流を他方の側の電流の合流端子へ合流し、外部に対して合流した後の電流
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の出入力端子とし、他方の側で外部に対して合流した後の電流の出入力端子を１個または
１個以上で設置する。
【００１０】
　補助導電体は、電解槽の内壁と側面電極板の間に位置し、互いにくっつく側面電極板と
補助導電体との間に絶縁体を設置し、補助導電体とそれにくっついている側面電極板の両
者の本体の少なくとも両側に出力電流の合流端子を設置する。両者が合流後の出力端子間
の結合方式は、溶接、鋲接、ねじ止め、プレストレスプレス、内蔵、嵌め込みまたはほか
の方式で結合することを含む。または、補助導電体と側面電極板を一体製造し、または、
補助導電体と側面電極板を片状に連結してから折畳んで、他端の合流した後の電流の出入
力端子と上述の溶接、鋲接、ねじ止め、プレストレスプレス、嵌め込みまたはほかの方式
で結合することにより、同じ電解槽の中にある側面電極板と異なる側に位置する各合流し
た後の電流の出入力端子を導電的に接続することを含み、一方の側の電流の合流端子の電
流へ合流する。側面電極板と補助導電体の二者により、互いに他方の側の電流の合流端子
と接続し、外部に対して合流した後の電流の出入力端子とする。側面電極板と補助導電体
の二者の他方の側で外部に対して合流した後の電流の出入力端子を１個または１個以上で
設置する。
【００１１】
　異なる電解槽の中で各組の異なる極性電極板の合流した後の電流の出入力端子と導体を
直列に接続し、更に、接続する片状または棒状導体を選定した幾何形状及び選定した材質
にすることができる。
　電解槽側面に設置する側面電極板と補助導電体間に絶縁体を設置する方式は、以下の一
種または一種以上により構成されるものを含む。
【００１２】
　（１）側面電極板１０１と補助導電体１００の間に絶縁体を設置し、両者は異なる絶縁
材料により構成されることができる。
　（２）側面電極板１０１と補助導電体１００の間に絶縁体を設置し、補助導電体１００
と電解槽とは同じ絶縁材料により構成する個別構造で組み立てることができる。
　（３）側面電極板１０１と補助導電体１００の間に絶縁体を設置し、補助導電体１００
と電解槽とは同じ絶縁材料により一体に構成することができる。
【００１３】
　（４）側面電極板１０１と補助導電体１００の間に絶縁体を設置し、電極板または補助
導電体の両者の本体の表面に絶縁層を覆い、または、加工処理により構成される。
　本実施形態の蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の側へ合流する構造は、
更に、導電体の接続を通して、同じ電解槽の中と接続し、または、異なる電解槽の中にあ
る同じ電圧と各同極性電極板の電流の合流端子を並列に接続し、または、異なる電解槽の
中にある異極性電極板間の電流の合流端子と直列接続または直並列混合接続する。
【００１４】
　上述の設計理念を応用し、実際のニーズに応じて採用できる構造方式は数多くあり、こ
こで平板状補助導電体により、上述の構造と特徴を持つ構造形態を構成する各種の構造の
応用例を下記の通りに説明する。
　図４は、本実施形態の両側に別々に１個の電流の合流端子を持つ側面電極板と外側に追
加設置する両側に別々に１個の電流の合流端子を持つ平板状の補助導電体間に絶縁体を設
置する立体構造の斜視図である。
【００１５】
　図５は図４の正面図で、図６は図４の側面図である。
　上述の図４、図５及び図６に示す構造の構成と特徴は、下記を含む。
　側面電極板１０１の両側に別々に１個の電流の合流端子を持つ。
　側面電極板１０１と外側に追加設置する平板状補助導電体１００の間に絶縁体１０３を
設置し、別側にある格子空間によく使われる蓄電、放電機能を生じる活性化物質１２０を
設置する。
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【００１６】
　側面電極板１０１の電流の合流端子１０４と補助導電体１００の同側端にある電流の合
流端子１０６を導電的に並列に接続する。
　側面電極板１０１の合流した後の電流の出入力端子１０５と補助導電体１００の同側端
にある合流した後の電流の出入力端子１０７を導電的に並列に接続し、共同して入力し、
または、出力電流の合流する電流の出入力機能を構成する。
【００１７】
　上述の側面電極板１０１と補助導電体１００の間に絶縁体１０３を設置し、電流の合流
端子１０４と電流の合流端子１０６を導電的に並列に接続し、及び合流した後の電流の出
入力端子１０５と合流した後の電流の出入力端子１０７を導電的に並列に接続する。共同
して外部に対して入力または出力電流の合流する電流の出入力機能を構成する。
　この他に、外部に対する電流の出入力端子となる合流した後の電流の合流端子とは別の
電流の合流端子１０４と電流の合流端子１０６とを製造しない端子構造にすることもでき
、側面電極板１０１及び補助導電体１００により、電流の合流端子１０４及び電流の合流
端子１０６の導電構造に相当する位置に直接導電的に並列に配線を接続する。
【００１８】
　上述の図４に示す側面電極板１０１は、更に、別々に蓄電、給電装置の側面正電極板１
０１１及び側面負極電極板１０１２を構成し、正負電極ペアを形成することができる。
　側面正電極板１０１１と正極補助導電体１００１の間に絶縁体１０３を設置し、側面正
電極板１０１１の電流の合流端子１０４１と正極補助導電体１００１の電流の合流端子１
０６１を導電的に並列に接続する。側面正電極板１０１１の合流した後の電流の出入力端
子１０５１と正極補助導電体１００１の合流した後の電流の出入力端子１０７１を導電的
に並列に接続することにより、外部に対して電流の出入力機能を行う。
【００１９】
　側面負極電極板１０１２と負極補助導電体１００２の間に絶縁体１０３を設置し、側面
負極電極板１０１２の電流の合流端子１０４２と負極補助導電体１００２の電流の合流端
子１０６２を導電的に並列に接続する。側面負極電極板１０１２の合流した後の電流の出
入力端子１０５２と負極補助導電体１００２の合流した後の電流の出入力端子１０７２を
導電的に並列に接続し、外部に対して電流の出入力機能を行う。
　上述の側面正電極板１０１１と側面負極電極板１０１２の間に区画板１０２０を設置す
る。
【００２０】
　上述の側面正電極板１０１１と側面負極電極板１０１２は、区画板１０２０の結合面に
結合し、格子空間を持ち、中によく使われる蓄電、放電機能を生じる活性化物質１２０を
設置する。
　図７は、側面正電極板１０１１が正極補助導電体１００１と結合し、及び側面負極電極
板１０１２が負極補助導電体１００２と結合することにより、蓄電、放電装置の電極ペア
を構成する構造の分解斜視図である。
【００２１】
　図８に示すのは、図７の蓄電、放電装置の電極ペアを構成する構造の斜視図である。
　図９に示すのは、図８の電極ペアをケース２００の中に設置し、蓄電、給電装置及び電
流ルートを示す模式図である。
　上述の図９に示すケース２００は、蓄電、給電装置を構成するケースであって、絶縁材
料により構成され、ニーズに応じて必要な構造形状に製造することができる。
【００２２】
　図１０に示すのは、図９の複数セットの蓄電、給電装置をケースの外部で直列接続する
構造及び電流ルートの模式図である。
　図１０に示すように、２個または２個以上の個別ケース２００の電解槽により、個別に
電極板群が重なり合うように置入れられ、側面正電極板１０１１及び側面負極電極板１０
１２の設置を含む。
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【００２３】
　側面正電極板１０１１と正極補助導電体１００１の間に絶縁体１０３を設置し、側面負
極電極板１０１２と負極補助導電体１００２の間に絶縁体１０３を設置する。個別に電解
槽の中を外部に対して正極電流を出入力する合流端子及び外部に対して負極電流を出入力
する合流端子とし、順極性で直列接続し、及び外部に対して電流を出入力する。
　図１１に示すのは、複数セットの図９の蓄電、給電装置をケース内部に直列に接続する
構造及び電流ルートを示す模式図である。
【００２４】
　図１１の中の構成は、下記の通りである。
　電解槽の中で、側面の正電極板１０１１と正極補助導電体１００１の間に絶縁体１０３
を設置し、両者の正極の合流した後の電流の出入力端子１０７１を正極の合流した後の電
流の出入力端子１０５１と共同して導電的に接続し、外部に対して電流を出入力する。
【００２５】
　電解槽の中で、側面の負極電極板１０１２と負極補助導電体１００２の間に絶縁体１０
３を設置し、両者の負極の合流した後の電流の出入力端子１０７２と負極の合流した後の
電流の出入力端子１０５２を導電的に並列接続し、外部に対して電流を出入力する。
　前述の側面正電極板１０１１及び側面負極電極板１０１２を別々にケース２００の中に
ある個別電解槽側面に設置する。同じ電解槽の中にある側面正電極板１０１１は、区画板
１０２０を通して、別に配置する中間負極電極板１０１４にくっつく。別の電解槽の中の
側面負極電極板１０１２は、区画板１０２０を通して、中間正電極板１０１３にくっつく
。異なる電解槽の中にある中間正電極板１０１３の両側にある電流の合流端子１０８１と
別の電解槽の中にある中間負極電極板１０１４の両側にある電流の合流端子１０９１によ
り、導電的に直列接続する。
【００２６】
　図１２に示すのは、多セットの図１１の蓄電、給電装置に中間正電極板１０１３及び中
間負極電極板１０１４により構成する中間電解槽を設置し、共同して直列に接続する構造
及び電流ルートを示す模式図である。
　図１２に示す側面正電極板１０１１及び中間負極電極板１０１４を設置する電解槽、及
び側面負極電極板１０１２及び中間正電極板１０１３を設置する電解槽間に、更に、個別
の中間電解槽を直列接続する。中間電解槽の中に中間正電極板１０１３及び中間負極電極
板１０１４を設置し、同一中間電解槽の中に設置する中間正電極板１０１３の両側に電流
の合流端子１０８１及び中間負極電極板１０１４の両側に設置する電流の合流端子１０９
１、また、隣り合う電解槽の中にある異なる極性の中間正電極板１０１３の両側にある電
流の合流端子１０８１、及び中間負極電極板１０１４の両側にある電流の合流端子１０９
１により、導電的に直列接続する。側面正電極板１０１１と正極補助導電体１００１の間
に絶縁体１０３を設置し、側面負極電極板１０１２と負極補助導電体１００２の間に絶縁
体１０３を設置する。個別に電解槽の中で外部に対して正極電流を出入力する合流端子及
び外部に対して負極電流を出入力する合流端子により、外部に対して電流を出入力する。
【００２７】
　本実施形態の蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の側へ合流する構造は、
更に、ケース２００の同一電解槽の中にある同極性電極板群と並列に接続することができ
る。
　図１３は、補助導電体の側面電極板に結合し、多ペアの電極板が重なり合うように設置
される構造を示す分解斜視図である。
【００２８】
　図１４は、補助導電体の側面電極板に結合し、多ペアの電極板が重なり合うように設置
される斜視図である。
　図１５は、補助導電体の側面電極板に結合し、電解槽の中に重なり合うように設置され
、多ペアの電極板の同極性電流の合流端子を並列に接続する電流ルートを示す模式図であ
る。
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　図１３、図１４及び図１５に示す実施形態の構成は、図４に示すように、重なり合うよ
うに設置する電極板群の中にある側面電極板１０１を別々に側面正電極板１０１１及び側
面負極電極板１０１２に製作する。
【００２９】
　側面正電極板１０１１と正極補助導電体１００１の間に絶縁体１０３を設置し、側面正
電極板１０１１の電流の合流端子１０４１と正極補助導電体１００１の電流の合流端子１
０６１を導電的に並列接続し、側面正電極板１０１１の合流した後の電流の出入力端子１
０５１と正極補助導電体１００１の合流した後の電流の出入力端子１０７１を並列に接続
し、外部に対して電流を出入力する。
【００３０】
　側面負極電極板１０１２と負極補助導電体１００２との間に絶縁体１０３を設置し、側
面負極電極板１０１２の電流の合流端子１０４２と負極補助導電体１００２の電流の合流
端子１０６２を導電的に並列接続する。側面負極電極板１０１２の合流した後の電流の出
入力端子１０５２と負極補助導電体１００２の合流した後の電流の出入力端子１０７２を
並列に接続し、外部に対して電流を出入力する。
　側面正電極板１０１１と隣り合う中間負極電極板１０１４の間、及び中間負極電極板１
０１４と隣り合う中間正電極板１０１３の間、及び中間正電極板１０１３と隣り合う側面
負極電極板１０１２の間に個別に区画板１０２０を設置する。
【００３１】
　上述の側面正電極板１０１１と中間正電極板１０１３の同側の電流の合流端子を導電的
に並列接続し、側面負極電極板１０１２と中間負極電極板１０１４の電流の合流端子も導
電的に並列接続する。中間正電極板１０１３と中間負極電極板１０１４の数量は１個また
は１個以上で、多ペアの電極板の導電的に並列接続の構造を構成する。
　上述の側面正電極板１０１１、側面負極電極板１０１２、中間正電極板１０１３、中間
負極電極板１０１４は、区画板１０２０の結合面と結合し、格子空間を持ち、よく使われ
る蓄電、放電機能を生じる活性化物質１２０を設置する。
【００３２】
　図１３、図１４及び図１５に示す実施形態は、更に、数個の独立または同一構造体で内
部に複数セットの同極性電極板群を並列に接続する電解槽を持ち、異なる極性の出入力端
子により直列接続することにより、電圧を選択することができる。
　図１６は、補助導電体の側面電極板に結合し、数個の電解槽の中に重なり合うように設
置し、多ペアの電極板の同極性電流の合流端子を並列に接続し、更に、各電解槽の合流し
た後の電流の出入力端子により、ケースの外部によって順極性で直列接続する電流ルート
を示す模式図である。
【００３３】
　図１６に示す構成は、下記の通りである。
　個別ケース２００の電解槽の中に個別に電極板群が重なり合うように設置し、側面正電
極板１０１１の設置及び側面負極電極板１０１２の設置を含む。
　側面正電極板１０１１と正極補助導電体１００１の間に絶縁体１０３を設置し、両者の
正極の合流した後の電流の出入力端子１０７１と正極の合流した後の電流の出入力端子１
０５１を導電的に並列接続し、外部に対して電流を出入力する。かつ同じ電解槽の中にあ
る中間正電極板１０１３の電流の合流端子１０８１と並列に接続し、別辺の同電極板の電
流の合流端子１０４１と電流の合流端子１０６１と同じ電解槽の中にある中間正電極板１
０１３の電流の合流端子１０８１を並列に接続する。
【００３４】
　側面負極電極板１０１２と負極補助導電体１００２の間に絶縁体１０３を設置し、両者
の負極の合流した後の電流の出入力端子１０５２と合流した後の電流の出入力端子１０７
２を導電的に並列接続し、外部に対して電流を出入力する。かつ同じ電解槽の中にある中
間負極電極板１０１４の電流の合流端子１０９１と並列に接続し、側面負極電極板１０１
２の同電極板の別辺にある電流の合流端子１０４２、電流の合流端子１０６２と同じ電解
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槽の中にある中間正電極板１０１４の電流の合流端子１０９１を並列に接続する。個別ケ
ースの合流した後の電流の出入力端子をケース２００の外部に露出することにより、直列
または並列に接続し、及び外部に対して電流を出入力する。
【００３５】
　図１７は、補助導電体の側面電極板に結合し、数個の電解槽の中に重なり合うように設
置する多ペアの電極板の電流の合流端子を並列接続し、更に各電解槽の電流の合流端子を
順極性で直列接続する電流ルートの模式図である。
　図１７に示す構成は、下記の通りである。
　電解槽の中にある側面正電極板１０１１と正極補助導電体１００１の間に絶縁体１０３
を設置する。両者の正極の合流した後の電流の出入力端子１０７１と合流した後の電流の
出入力端子１０５１を導電的に並列接続し、外部に対して電流を出入力する。かつ電解槽
の中にある中間正電極板１０１３と並列に接続する。
【００３６】
　電解槽の中にある側面負極電極板１０１２と負極補助導電体１００２の間に絶縁体１０
３を設置する。両者の負極の合流した後の電流の出入力端子１０７２と合流した後の電流
の出入力端子１０５２を導電的に並列接続し、外部に対して電流を出入力する。かつ電解
槽の中にある中間負極電極板１０１４と並列に接続する。
【００３７】
　前述の図１７の中に示す構造は側面正電極板１０１１及び側面負極電極板１０１２であ
り、両者は別々にケース２００の中にある個別に所属する個別電解槽の中の側面に位置す
る。この電解槽の中に側面正電極板１０１１、中間負極電極板１０１４、正負極性の順序
に従って少なくとも１個の中間正電極板１０１３、中間負極電極板１０１４を設置し、別
の電解槽の中に側面負極電極板１０１２及び中間正電極板１０１３を設置する。また、別
の電解槽の中に正負極性の順序に従って少なくとも１個の中間正電極板１０１３及び中間
負極電極板１０１４を設置し、同一電解槽の中に設置する側面正電極板１０１１の両側に
ある電流の合流端子１０４１、合流した後の電流の出入力端子１０５１により、及び正極
補助導電体１００１の両側にある電流の合流端子１０６１と合流した後の電流の出入力端
子１０７１と同極性中間正電極板１０１３の両側にある電流の合流端子１０８１を並列に
接続する。及び別の電解槽の中に設置する側面負極電極板１０１２の両側にある電流の合
流端子１０４２と合流した後の電流の出入力端子１０５２と負極補助導電体１００２の両
側にある電流の合流端子１０６２と合流した後の電流の出入力端子１０７２と同極性中間
負極電極板１０１４の両側にある電流の合流端子１０９１を並列に接続し、かつ隣り合う
電解槽の中にある異なる極性の中間正電極板１０１３と中間負極電極板１０１４の両側に
ある電流の合流端子を導電的に直列に接続する。
【００３８】
　本実施形態の蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の側へ合流する構造の補
助導電体１００は、正極補助導電体１００１及び負極補助導電体１００２を含み、電流伝
送の条件において有利であり、ニーズに応じて下記の一種または一種以上の電極板構造の
幾何形状を選択することを含む。
　（１）図１８に示すのは、本実施形態の電極板の両側に別々に１個の電流の合流端子を
持つ側面電極板を設置し、外側面に追加設置する両側が別々に１個の電流の合流端子を持
ちながら、重量軽減凹穴を持つ平板状の補助導電体間に絶縁体を設置する構造の斜視図で
ある。
【００３９】
　図１９は、図１８の正面図である。
　図２０は、図１８の側面図である。
　上述の図１８、図１９及び図２０に示す構造は、側面電極板１０１の中の一辺に１個の
外部に対して合流した後の電流の出入力端子１０５を持ち、別辺が電流の合流端子１０４
を持ち、その中の一辺が１個の外部に対して合流した後の電流の出入力端子１０７を持つ
。及び別辺に電流の合流端子１０６かつ重量軽減凹穴１０８を持つ平板状の補助導電体１
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００と側面電極板１０１の間に絶縁体１０３を設置し、側面電極板１０１と補助導電体１
００の間の同じ辺を外部に対して合流した後の電流の出入力端子１０５とし、合流した後
の電流の出入力端子１０７の間、及び電流の合流端子１０４と電流の合流端子１０６の間
を導電的に並列接続する。
【００４０】
　（２）図２１に示すのは、本実施形態の電極板の両側に別々に２個の電流の合流端子の
側面電極板を持ち、外側面に追加設置する両側に別々に２個の電流の合流端子を持つ平板
状の補助導電体間に絶縁体を設置する構造の斜視図である。
　図２２は、図２１の正面図である。
　図２３は、図２１の側面図である。
【００４１】
　上述の図２１、図２２及び図２３に示す構造は、側面電極板１０１の両側に別々に２個
の外部に対して出入力する電流の合流端子１０５及び２個の電流の合流端子１０４を持ち
、両側が別々に２個の外部に対して合流した後の電流の出入力端子１０７を持つ。及び２
個の電流の合流端子１０６の平板状の補助導電体１００と側面電極板１０１の間に絶縁体
１０３を設置し、側面電極板１０１と補助導電体１００の間の同じ辺に設置する電流の合
流端子を並列に接続し、接続後の同側辺を電流出入力の２個の電流の合流端子とし、導電
的に並列接続することができ、更に、外部に対して電流を出入力し、または、導電的並列
接続せずに、個別に外部に対して電流を出入力する。
【００４２】
　（３）図２４に示すのは、本実施形態の電極板の両側に別々に２個の電流の合流端子の
側面電極板を持ち、外側面に追加設置する両側に別々に２個の電流の合流端子かつ重量軽
減凹穴を持つ平板状の補助導電体間に絶縁体を設置する構造の斜視図である。
　図２５は、図２４の正面図である。
　図２６は、図２４の側面図である。
【００４３】
　上述の図２４、図２５及び図２６に示す構造は、側面電極板１０１の両側に別々に２個
の外部に対して合流した後の電流の出入力端子１０５及び２個の電流の合流端子１０４を
持ち、両側に別々に２個の外部に対して合流した後の電流の出入力端子１０７を持つ。及
び２個の電流の合流端子１０６かつ重量軽減凹穴１０８を持つ平板状補助導電体１００と
側面電極板１０１の間に絶縁体１０３を設置し、側面電極板１０１と補助導電体１００の
同じ辺に設置する電流の合流端子を並列に接続する。接続後、同側辺を電流出入力の２個
の電流の合流端子とし、導電的に並列接続することができ、更に、外部に対して電流を出
入力し、または、個別に使用することにより、外部に対して電流を出入力する。
【００４４】
　（４）図２７に示すのは、本実施形態の電極板の四辺に別々に１個の電流の合流端子の
側面電極板を持ち、外側面に追加設置する四辺に別々に１個の電流の合流端子を持つ平板
状の補助導電体間に絶縁体を設置する構造の斜視図である。
　図２８は、図２７の正面図である。
　図２９は、図２７の側面図である。
【００４５】
　上述の図２７、図２８及び図２９に示す構造は、四辺に別々に１個の電流の合流端子の
側面電極板１０１を持ちながら、四辺に別々に１個の電流の合流端子を持つ平板状の補助
導電体１００の間に絶縁体１０３を設置し、側面電極板１０１と補助導電体１００の同じ
辺に設置する電流の合流端子を並列に接続する。接続後、同側辺を電流の合流した後の電
流の出入力端子とし、導電的に並列接続でき、更に、外部に対して電流を出入力する。
【００４６】
　（５）図３０に示すのは、本実施形態の電極板の四辺に別々に１個の電流の合流端子の
側面電極板を持ち、外側面に追加設置する四辺に別々に１個の電流の合流端子かつ重量軽
減凹穴を持つ平板状の補助導電体間に絶縁体を設置する構造の斜視図である。
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　図３１は、図３０の正面図である。
　図３２は、図３０の側面図である。
【００４７】
　上述の図３０、図３１及び図３２に示す構造は、四辺に別々に１個の電流の合流端子の
側面電極板１０１を持ちながら、四辺に別々に１個の電流の合流端子かつ重量軽減凹穴１
０８を持つ平板状の補助導電体１００の間に絶縁体１０３を設置し、側面電極板１０１と
補助導電体１００の同じ辺に設置する電流の合流端子を並列に接続する。接続後、同側辺
を電流の合流した後の電流の出入力端子とし、導電的に並列接続でき、更に、外部に対し
て電流を出入力する。
【００４８】
　（６）図３３に示すのは、本実施形態の電極板の四辺に別々に１個の電流の合流端子の
側面電極板を持ち、外側面に追加設置する四辺に別々に１個の電流の合流端子を持つ平板
状の補助導電体間に絶縁体を設置する構造の斜視図である。
　図３４は、図３３の正面図である。
　図３５は、図３３の側面図である。
【００４９】
　上述の図３３、図３４及び図３５に示す構造は、四辺に別々に２個の電流の合流端子の
側面電極板１０１を持ち、また、両側に別々に２個の電流の合流端子を持つ平板状の補助
導電体１００の間に絶縁体１０３を設置し、側面電極板１０１と補助導電体１００の同じ
辺に設置する電流の合流端子を並列に接続する。接続後、同側辺を電流出入力の２個の電
流の合流端子とし、導電的に並列接続でき、更に、外部に対して電流を出入力し、または
、個別に使用することにより、外部に対して電流を出入力する。
【００５０】
　（７）図３６に示すのは、本実施形態の四辺に別々に２個の電流の合流端子の側面電極
板を持ち、外側面に追加設置する四辺に別々に２個の電流の合流端子かつ重量軽減凹穴を
持つ平板状の補助導電体間に絶縁体を設置する構造の斜視図である。
　図３７は、図３６の正面図である。
　図３８は、図３６の側面図である。
【００５１】
　上述の図３６、図３７及び図３８に示す構造は、四辺に別々に２個の電流の合流端子の
側面電極板１０１を持ちながら、四辺に別々に２個の電流の合流端子かつ重量軽減凹穴１
０８を持つ平板状の補助導電体１００の間に絶縁体１０３を設置し、側面電極板１０１と
補助導電体１００の同じ辺に設置する電流の合流端子を並列に接続する。接続後、同側辺
を電流出入力の２個の電流の合流端子とし、導電的に並列接続でき、外部に対して電流を
出入力し、または、個別に使用することにより、外部に対して電流を出入力する。
【００５２】
　上述の（１）から（７）は構造例への応用のみであって、限定されるものではない。即
ち、本実施形態の蓄電、給電装置用電極板の一方の側の電流を他方の側へ合流する構造の
補助導電体１００は、正極補助導電体１００１及び負極補助導電体１００２を含み、電流
伝送の条件において有利であり、ニーズに応じて一種または一種以上の幾何形状を選択す
ることができる。
【００５３】
　この他に本実施形態の一部または全部の電極板に設置する電流の合流端子Ｔ１００の合
流電極板の電流機能を増進するために、側面電極板１０１、側面正電極板１０１１、側面
負極電極板１０１２、中間正電極板１０１３または中間負極電極板１０１４を設置し、電
流の合流端子Ｔ１００の合流電極板の電流機能を増進することを含む。上述の電極板の一
部または全部の蓄電、放電用電極板の機能活性化物質１２０の格子空間を設置し、電極板
の外側枠の導電構造が合流する電流の出入力導電端子Ｔ１００に近ければ近いほど、有効
導電面積が大きくなり、抵抗を軽減しながら、伝送時の電流密度の均一化に有利である。
【００５４】
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　図３９に示すのは、本実施形態の電極板が合流した後、電流の出入力端子に近い所に外
部に向かって斜めに巾が広くなることにより、電流の出入力端子に近ければ近いほど、電
流伝送面積が益々広くなる電流の合流した後の導電体を形成する構造の斜視図である。
　図４０は、図３９の正面図である。
　図４１は、図３９の側面図である。
【００５５】
　上述の図３９、図４０及び図４１に示すのは、本実施形態の一部または全部の電極板に
設置する電流の合流端子Ｔ１００を持つ合流電極板の電流機能を増進し、側面電極板１０
１、側面正電極板１０１１、側面負極電極板１０１２、中間正電極板１０１３、中間負極
電極板１０１４に設置する電流の合流端子Ｔ１００を持つ合流電極板の電流機能を増進す
ることを含む。上述の一部または全部の電極板の外側枠の導電構造が合流する電流の出入
力導電端子Ｔ１００に近ければ近いほど、有効導電の断面積が大きくなる。その構造と特
徴は、外部に向かって斜めに巾が段々広くなるまたは段々厚くなり、或いは、巾が段々広
くなりながら段々厚くなることを含む。電流の出入力端子に近ければ近いほど、有効電流
伝送面積の合流電流導電体が段々広くなる構造である。
【００５６】
　同じ理由で、上述の電流の合流端子を持つ合流電極板の電流機能構造を増進することは
、更に、伝統的な蓄電、給電装置用電極板への応用を含み、伝統的な一次電池、二次充放
電可能電池、キャパシタ、スーパーキャパシタ等の蓄電、給電装置または電極板を持つ燃
料電池給電装置への応用を含む。
　この他に、図４２に示すように、本実施形態の電極板に蓄放電の機能活性化物質１２０
の格子空間を設置して、電極板外側の網状になっている電流の合流の外側枠にある導電構
造体間に傾斜する網格子構造を成すことにより、本実施形態の電極板が合流した後、電流
の出入力端子に近い所に外部に向かって斜めに巾が広くなることにより、電流の出入力端
子に近ければ近いほど、電流伝送面積が益々広くなる電流の合流導電体を形成することも
できる構造の斜視図である。
【００５７】
　図４３は、図４２の正面図である。
　図４４は、図４２の側面図である。
　上述の図４２、図４３及び図４４に示すのは、本実施形態の一部または全部の電極板に
設置する電流の合流端子Ｔ１００を持つ合流電極板の電流機能を増進し、側面電極板１０
１、側面正電極板１０１１、側面負極電極板１０１２、中間正電極板１０１３、中間負極
電極板１０１４に設置する電流の合流端子Ｔ１００を持つ合流電極板の電流機能を増進す
ることを含む。上述の電極板の一部または全部に電極板の機能活性化物質１２０の格子空
間を設置し、かつ電極板が網状になっている電流が合流する導電構造体の間に傾斜する網
格子構造を成す。また、電極板の外側枠の導電構造が合流する電流の出入力導電端子に近
ければ近いほど、外部に向かって斜めに巾が段々広くなるまたは段々厚くなり、或いは、
巾が段々広くなりながら段々厚くなり、有効電流伝送面積を増加する構造である。出入力
電流端子に近ければ近いほど、有効電流伝送面積の網状合流電流導電体が段々増大する。
かつ設置した蓄放電機能活性化物質１２０の格子空間は電極板の外側にある網状導電体の
外框体の間と非平行の斜向を形成する多格子の構造関係である。
　同じ理由で、上述の電流の合流端子の合流電極板の電流機能を増進する構造は、伝統的
な蓄電、給電装置用電極板への応用を含み、伝統的な一次電池、二次充放電可能電池、キ
ャパシタ、スーパーキャパシタ等の蓄電、給電装置または電極板を持つ燃料電池給電装置
への応用を含む。
【符号の説明】
【００５８】
　１００：補助導電体、１０１：側面電極板、１０３：絶縁体、１０４：電流の合流端子
、１０５：合流した後の電流の出入力端子、１０６：電流の合流端子、１０７：合流した
後の電流の出入力端子、１０８：重量軽減凹穴、１２０：活性化物質、２００：ケース、
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１００１：正極補助導電体、１００２：負極補助導電体、１０１１：側面正電極板、１０
１２：側面負極電極板、１０１３：中間正電極板、１０１４：中間負極電極板、１０２０
：区画板、１０４１：電流の合流端子、１０４２：電流の合流端子、１０５１：合流した
後の電流の出入力端子、１０５２：合流した後の電流の出入力端子、１０６１：電流の合
流端子、１０６２：電流の合流端子、１０７１：合流した後の電流の出入力端子、１０７
２：合流した後の電流の出入力端子、１０８１：電流の合流端子、１０９１：電流の合流
端子、Ｐ１００：電極板、Ｔ１００：電流の合流端子
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